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市の財政状況をお知らせします
問い合わせ　財政課

　市では、年２回、財政状況の公表を行っています。今回は、平成２９年度決算状況と３０年度上半期（４月～９月）予算執行状況などについてお知らせします。

各会計の決算状況
会計名 収入（※） 対前年度比 支出 対前年度比

一般会計 ５０１.５億円 ０.３% ４８５.９億円 △１.６%

特別会計 ３３５.２億円（５４.８億円） １.３% ３３１.８億円 １.０%

国民健康保険 １７０.９億円　（１４.３億円） △２.６% １６８.６億円 △３.４%

下水道事業 ４６.８億円（１２.２億円） ６.１% ４６.８億円 ６.２%

後期高齢者医療 ２９.１億円　　（１５.２億円） ５.６% ２９.０億円 ５.５%

介護保険 ８８.４億円（１３.１億円） ５.７% ８７.４億円 ５.７%

モーターボート競走
事業会計（企業会計）

３４９.４億円 △３.４% ３４８.５億円 ２.２%

収益的収支 ３４９.３億円 ２.２% ３４３.６億円 １.５%

資本的収支 ０.１億円 △９９.７% ４.９億円 ７９.０%

病院事業会計
（企業会計）

１６２.８億円（７.１億円） ０.９% １７１.９億円 １.１%

収益的収支 １５９.４億円（６.７億円） ０.４% １５８.６億円 １.１%

資本的収支 ３.４億円（０.４億円） ２８.６% １３.３億円 １.４%

※（　）内は一般会計からの繰出金

国・都支出金

１５５億８，０８１万円（３１．０％）

前年比４億５，４４４万円減

市税

２０２億９，９０９万円（４０．５％）

前年比２億１，２９６万円増

使用料・手数料等

４７億２，５４４万円（９．４％）

前年比３億２，００８万円増

交付金

３７億９，６８２万円（７．６％）

前年比１億６，１８３万円増

市債

２６億１，０７６万円（５．２％）

前年比３億４，７３５万円増

繰入金

４億８，５９４万円（１．０％）

前年比５億７，９８０万円減

地方交付税

２６億５，４０３万円（５．３％）

前年比１億５，０７８万円増

民生費

２４１億７，５３６万円

(４９．８％）

前年比４億５，６３８万円減総務費

４７億２，０６４万円（９．７％）

前年比１３億７，３５４万円減

教育費

４４億２，００３万円（９．１％）

前年比２億７，１８８万円増

衛生費

４６億２，０００万円（９．５％）

前年比１億９，７７４万円増

その他

２１億３，９１８万円（４．４％）

前年比８億９，９３５万円増

消防費

１７億４，８２４万円（３．６％）

前年比６，７７０万円増

公債費

３１億７，２２４万円（６．５％）

前年比１億１，２１６万円増

土木費

３５億９，５６３万円（７．４％）

前年比２億５，５１３万円減

扶助費

１７４億２，８２８万円

(３５．９％）

前年比２億６，１８７万円増

子育て支援、高齢者、

障害者への支援など

人件費

６４億８，５８９万円 (１３．４％）

前年比３億１，７５２万円減

職員給与、議員報酬、各種委員報酬など

物件費

７３億２，０８９万円 (１５．１％）

前年比２億４３７万円減

賃金、旅費、委託料、賃借料など

補助費等

５６億９９６万円 (１１．５％）

前年比１億６，４９３万円増

各種団体等に対する助成金、西多摩衛生

組合等の一部事務組合への負担金など

繰出金

５４億５，９８１万円 (１１．２％）

前年比１億７，５９８万円減

国民健康保険特別会計や下水道特別会計などへの

繰出金、病院事業会計への負担金

公債費

３１億７，２２４万円 (６．５％）

前年比１億１，２１６万円増

その他

１２億５，７０５万円 (２．６％）

前年比５４７万円増

歳出（性質別）

４８５億９，１３３万円

前年比５億３，６２２万円減

歳出

４８５億９，１３３万円

前年比５億３，６２２万円減

歳入

５０１億５，２８９万円

前年比１億５，８７６万円増

平成２９年度決算状況

一般会計決算概要

　平成２９年度は「第６次青梅市総合長期計画」の５年目として、「まちの将来像」の実現に向け、計画事業を着実に推進するとともに、事業の廃止や縮減、統合を進め、「経

常的歳入に見合った財政規模」の実現を目指してきました。また、平成２７年度に策定した「青梅市まち・ひと・しごと創生総合戦略」に位置付けられた各施策に取

り組んできました。一般会計の決算額は、前年度に比べ、歳入は０. ３％の増、歳出は１．１％の減となりました。

歳入

　歳入決算額５０１億５，２８９万円の内訳は、市民の皆さんに

納めていただいた市税が２０２億９, ９０９万円余で歳入全体の

約４０％、続いて、国・都からの支出金が１５５億８，０８１万円、

地方交付税が２６億５，４０３万円、市債が２６億１，０７６万円

などとなりました。

　前年度と比較すると、市税は、個人市民税やたばこ税が減

となったものの、法人市民税や固定資産税の増により１．１％、

２億１，２９６万円の増となりました。

　また、国・都支出金は、国は臨時福祉給付事業費補助金などが

増となったものの、年金生活者等支援臨時福祉給付事業費補助金

の減などにより１．４％減、都は子どものための教育・保育給付

費負担金などが増となったものの、子育て支援対策臨時特例交付

金の減などにより４．６％の減となりました。

　地方交付税は、１億５，０７８万円の増、市債は、新生涯学習

施設建設事業債の増などにより、３億４，７３５万円の増となり

ました。

歳出

　歳出決算額４８５億９，１３３万円の内訳は、民生費が２４１億７，５３６万円で歳出全体の４９．８％、続いて、総務費が４７億２，０６４万円、衛生費が

４６億２，０００万円、教育費が４４億２，００３万円、土木費が３５億９，５６３万円などとなりました。

　前年度と比較すると、総務費がシステム管理経費の減などにより１３億７，３５４万円の減、民生費が民間保育施設費助成経費の減などにより４億５，６３８万円の

減となりました。一方、教育費が新生涯学習施設建設経費の増などにより２億７，１８８万円の増、衛生費がし尿処理施設整備経費の増などにより１億９，７７４万円

の増となりました。

主な施策

民生費
民間保育施設の整備（７，２０５万円）、学童保育事業（４億４６９万
円）、臨時福祉給付金（経済対策分）支給事業（２億９，０６０万円）
など

総務費
市民センター施設整備（２，６４１万円）、電子行政（４億３，６０４万
円）、公共交通対策（１億３，９６１万円）など

衛生費
し尿処理施設整備（１億８３０万円）、ごみ減量対策（４，９４７万円）、
妊婦健康診査の実施（５，８４２万円）など

教育費
小・中学校の既存施設整備（４億６，５１６万円）、新生涯学習施設建
設事業（２億４，２５３万円）、指定文化財保存事業費補助（４９３万
円）など

土木費
市営住宅施設の改修・整備（１億３，３４１万円）、都市公園施設整備
事業（２，４２２万円）、青梅の森整備事業（２，５５７万円）、都市再
生地籍調査事業（７，３０１万円）、道路網の整備（９８３万円）など

消防費
消防施設の整備（５６７万円）、家具転倒防止器具等の支給取付（６８万
円）、防災行政無線の整備（３８２万円）など

その他
企業誘致事業（１億１，９８３万円）、観光戦略創造プロジェクト
（９７２万円）、多摩森林再生推進事業（１億７１１万円）、梅の里再
生事業（４，６６７万円）など

投資的経費

１８億５，７２１万円 (３．８％）

前年比３億８，２７８万円減

道路・河川改良、学校の耐震補強

工事など



市税

国･都支出金

地方交付税

繰入金

市債

各種交付金

その他

予算現額 収入済額

その他

予算現額 収入済額

民生費

衛生費

教育費

土木費

総務費

公債費

その他

予算現額 支出済額

その他

予算現額 支出済額
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歳入

☆収入済額　２３３億７，９９２万円

☆収入率　　４５．４％

　主な財源である市税の収入率は、５５．７％

（前年度５６．２％）で、前年度同期と比較する

と０．５ポイント下回っています。

　交付金等を含む一般会計全体においては、

４５．４％（前年度４４．７％）で、前年度同期

と比較すると、０．７ポイント上回っています｡

歳出

☆支出済額　２０７億３，２７１万円

☆執行率　　４０．３％

　子育て支援、障害者や高齢者への支援等の

ための民生費や、ごみ処理、保健衛生等のた

めの衛生費など、一般会計全体の執行率は

４０．３％（前年度４３．２％）となっています。

　前年度同期と比較すると、２．９ポイント下

回っています｡

モーターボート競走事業の財政状況
　昭和２９（１９５４）年、当時の財政事情から自主財源を確保するために始め

られた市のモーターボート競走事業（収益事業）は、事業開始以来平成２８年度

までに総額１, ７８６億円余を一般会計や病院事業会計などに繰り出し、都市基

盤の整備、教育・福祉の増進などに寄与しています。

　平成２９年度のボートレース多摩川開催分の売り上げは、前年度比０．２％増

の３２０億円余となりました。また、受託事業の売り上げは、外向発売所「ウェ

イキーパーク多摩川」開設に伴う発売日数の増加

等により、前年度比４１．７％増の９５億円余と

なりました。この結果、５億円を一般会計に繰り

出しました。

　引き続き、収益金を確保するため、売り上げの

向上を図るとともに、経費の削減等に努めていきます。

問 い合わせ　事業部管理課☎０４２－３６９－１８１１

　市は、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」に基づき、健全

化判断比率、資金不足比率を算定し、監査委員の審査を経て、市議会に

報告し、市民の皆さんに公表しています。

　健全化判断比率、資金不足比率が一定の基準以上となった場合は、財

政健全化計画等の策定と改善努力が義務付けられています。

　平成２９年度決算に基づく各比率の算定結果は、下表のとおりです。

すべての基準を下回っており、市の財政運営が健全であることを示して

います。

※いずれも標準財政規模（市の一般的な歳入規模）に占める割合です。

※実質赤字額、連結実質赤字額、資金不足額がない場合は、「―」と表

示しています。

健全化判断比率

項目 健全化判断比率
早期健全化基準
（※５）

財政再生基準
（※６）

実質赤字比率（※１） ― １１．９９％ ２０．００％

連結実質赤字比率（※２） ― １６．９９％ ３０．００％

実質公債費比率（※３） ２．４％ ２５．０％ ３５．０％

将来負担比率（※４） ０．０％ ３５０．０％

※１　一般会計等を対象とした実質赤字額の割合
※２　全会計を対象とした実質赤字額の割合
※３　一般会計等で借りた地方債の償還金などの割合（過去３か年の平均値）
※４　一般会計等が将来負担すべき実質的な負債の割合
※５　 基準値を超えると、財政の早期健全化のための計画を定め、改善に向けた取

り組みが必要となります。
※６　 基準値を超えると、国の関与等により、財政の再建に取り組むこととなります。

資金不足比率（※）

特別会計 資金不足比率

下水道事業 ―

病院事業 ―

※事業規模に対する公営企業の資金不足額の割合

平成３０年度上半期予算執行状況

特別会計

特別会計 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険 １４８億２，４１４万円 ５７億８，１３８万円 ３９．０％ ５３億９，５１６万円 ３６．４％

下水道事業 ４８億９，３００万円 １８億２，９７９万円 ３７．４％ １６億５，９４３万円 ３３．９％

後期高齢者医療 ２９億８，５９６万円 １１億７，０４１万円 ３９．２％ １０億１，４７３万円 ３４．０％

介護保険 ９４億５，９０９万円 ３９億１，６１２万円 ４１．４％ ３８億３，０６１万円 ４０．５％

モーターボート競走事業会計（企業会計）

区分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

収益的収支 ３７７億７，３０９万円 ２３３億８，８４７万円 ６１．９％ ２２３億９，５００万円 ５９．３％

資本的収入 ２，５００万円 ２，４９８万円 ９９．９％ ― ―

資本的支出 １億５，５０４万円 ― ― ８，８９８万円 ５７．４％

病院事業会計（企業会計）

区分 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

収益的収支 １６５億５，８２６万円 ７５億９，８４３万円 ４５．９％ ７９億３，３８５万円 ４７．９％

資本的収入 ６億４，７０２万円 ２１万円 ０．０％ ― ―

資本的支出 １６億１，３４０万円 ― ― ５億９，０３９万円 ３６．６％

２００億２７１万円

１１１億３，７３５万円

１５４億８，７１９万円

５９億９４７万円

２９億２，２４８万円

１９億３，２６０万円

６億８，７０３万円

１億８，６５１万円

３７億７，１８８万円

０万円

３２億６，３１９万円

１６億８，３１８万円

５３億２，５６０万円

２５億３，０８１万円

２４３億１，６６７万円

１００億１，６３５万円

５２億１，５６２万円

１９億１，７９５万円

５７億９，０３８万円

２０億８，５５６万円

３６億４，７９４万円

１７億１，６５３万円

４７億７，９０８万円

１９億５，０９６万円

３２億５，９６７万円

１４億５，０９８万円

４４億５，０７２万円

１５億９，４３８万円

歳入 歳出

基金（貯金）

平成２９年度末 市民１人あたり

７４億５，６９７万円 ５．５万円（５．１万円）

※（　）内は２８年度

市債（借入金）

区分 平成２９年度末 市民１人あたり

一般会計 ３３４億２，９６１万円

４３．２万円
（４３．９万円）

下水道事業
特別会計

１８３億３，７３２万円

モーターボート競走
事業会計

４億２，３６６万円

病院事業会計 ５９億４，９５８万円

合計 ５８１億４，０１７万円

※（　）内は２８年度

基金と市債の現在高平成２９年度健全化判断比率・資金不足比率

市民会館跡地に建設中の文化交流センター市民会館跡地に建設中の文化交流センター


